
第６学年 社会科学習指導案

日 時 平成２３年１０月２８日（金）５校時

児 童 ６年１組 男１２名 女１６名 計２８名

指導者 阿 部 拓 也(北松園小学校)

１ 大単元名 戦争から平和へ

中単元名 平和で豊かな暮らしを目ざして

教材名 「産業の発展と国民生活の変化」

２ 単元について

（１）教材について

本単元「平和で豊かな暮らしを目ざして」は，大単元「戦争から平和へ」を構成する二つの

中単元「戦争と人々の暮らし」「平和で豊かな暮らしを目ざして」の一つに位置づけられてい

る。また，この単元の学習は，中学校社会科学習指導要領の〔歴史的分野(６)ア〕「冷戦，我

が国の民主化と再建の過程，国際社会への復帰などを通して，第二次世界大戦後の諸改革の特

色を考えさせ，世界の動きの中で新しい日本の建設が進められたことを理解させる」内容へと

つながっている。

この単元では，前単元「戦争と人々の暮らし」の学習を受けて，戦後復興の過程で「日本国

憲法の制定」「オリンピックの開催」などについて具体的に調べることを通して，「日本が民

主的な国家として出発し，国民生活が向上し国際社会の中で重要な役割を果たしてきたことが

分かること」をねらいとしている。

本教材「産業の発展と国民生活の変化」は，戦後復興において，産業や経済の急速な発展の

様子について調べる活動を通して，社会や暮らしがどのように変化したのかをとらえる内容と

なっている。このように，社会の情勢の変化と国民の暮らしの変化を関連づけて考えていくこ

とにより，国民の願いについての理解を深めていくことができる教材であると考える。

（２）児童について

子どもたちは，これまでに「日清戦争～太平洋戦争」の学習を通して，戦争の経緯や様子，

その背景にある国際情勢の変化，国内の産業や社会の様子について学習してきた。

これらの学習を通して子どもたちは，世界の中での日本の地位拡大のための国家政策や産業

の発展については肯定的にとらえる反面，戦争の悲惨さについては重くとらえ，戦争という歴

史的事象のもたらした影響について深く考えるようになってきている。

また，日常的には，単位時間ごとの学習のまとめとして，学習課題に対するまとめと自分の

考えや感想を書きまとめる活動を継続して行ってきた。そのことにより，歴史的事象をただの

昔の出来事としてとらえるのではなく，今の自分の生活と関連づけて考える姿も見られてきて

いる。

しかし，歴史資料の読み取りには個人差があり，多くの資料の中から情報を適切に選択した

り，資料と資料を関連づけて考えたりするまでには至っていない。

（３）指導にあたって

本単元は，前単元「戦争と人々の暮らし」の学習を受けて，「日本国憲法の制定やオリンピッ

「平和で豊かな暮らしを目指して」の指導内容

・戦後我が国は民主的な国家として出発し，国民生活が向上し国際社会の中で重要な役割を果たし

てきたことが分かること。 〔(１)ケ〕

<この単元で身に付けたい力>

・具体的な歴史的事象を調べ，戦後復興の様子をとらえる力

・民主国家として歩み始めた日本の経緯を具体的につかみ，国際社会の中で重要な役割を果たすよ

うになってきたことと国民の願いについて関連づけて考える力

・写真や地図，統計などの資料を，学習の目的に応じて的確に活用する力



クの開催，高度経済成長などを通して，戦後の日本が平和で民主的な国を築き，国際社会で重

要な役割を果たすようになり，国民生活も向上したことを理解する」ことをねらいとしている。

この学習は，中学校社会科学習指導要領の〔歴史的分野(６)ア〕の内容へとつながっていくこ

ともあり，中学校との系統性を踏まえた上で，戦後の復興において「国民が苦難を乗り越えて

新しい日本の建設に努力したこと」「日本国憲法の制定など新たな制度が生まれたこと」につ

いては，重点的に扱うようにする。

本単元の指導にあたっては，小・中一貫した学習の進め方である「課題把握」「調べ学習」

「交流活動」「学習まとめ」という指導過程を大切にして学習を展開していくこととする。そ

の際に，「調べ学習」では，「どのような方法で調べるのか」，「何について調べるのか」と

いうことを明らかにして情報収集することができるようにし，課題解決に向けて「視点」を提

示して情報を分析する力を育てたい。そして，「交流活動」では，グループや全体で一人一人

の考えを交流する活動を通して，多様な考えを比較検討することにより，歴史的事象に対する

自分の考えを深めたり，広げたりすることができるようにしたい。また，「学習のまとめ」で

は，歴史的事象の一般化とそれに対する自分の考えをまとめ，それを発表する活動を通して，

多面的・多角的な見方や考え方を育てることにつなげていきたい。

３ 単元の目標

（１）戦後の復興の過程や諸外国との関係，人々の願いについて関心をもち，積極的に調べようとす

る。 【関心・意欲・態度】

（２）戦後の平和で民主的な国づくりと国民生活の変化について学習問題を見いだして調べ，戦前の

様子と比較したり，変化の背景を考えながら，適切に表現することができる。

【社会的な思考・判断・表現】

（３）戦後の復興の様子について，当時の写真や絵図，地図，表，読み物資料などの基礎的資料を目

的に合わせて収集・選択し，的確に読み取ることができる。

【観察・資料活用の技能】

（４）戦後の日本が平和で民主的な国を築き，国際社会で重要な役割を果たすようになり，国民生活

も向上したことについて理解することができる。

【知識・理解】

４ 学習指導計画及び評価規準（５時間）

学習内容と
主な学習活動

評 価 規 準 ＜評価方法＞ 単 位 時 間 に
お け る 言 語
活動を通して
考 え る 力 を
育 て る 活 動

社会的事象
への関心・
意欲・態度

社会的な思考・
判断・表現

観察・資料
活用の技能

社会的事象
についての
知識・理解

第
一
次

１
時
間

○戦後に目ざされた国
づくりについての学
習計画を立てること
・戦争が終わったころ
の暮らしの様子を話
し合う。
・当時の写真や戦争を
体験した人の話を参
考にして，戦争が終
わったころの人々の
暮らしについて調べ
る。
・疑問を出し合い，学
習課題を設定する。

１時

・戦後間もな
いころの生
活と，現在
の社会の様
子を比べ，
人々の暮ら
しや社会の
変化につい
て，自分な
りの学習課
題を設定し
ている。
〈発言・ノート〉

・戦後間もない
ころの生活と，
現在の社会の
様子を比べ，
人々の暮らし
や社会の変化
について，自
分なりの疑問
を交流する活
動



第
二
次

４
時
間

○戦後に目ざされた国
づくりの考え方につ
いて調べること
・日本が平和で民主的
な社会へと変わって
いったことをつかむ。
・日本がどのようにし
て民主的な社会を築
いたのかを調べる。
・日本の社会がどのよ
うに変わっていった
のかについてまとめ
る。

１時

・戦後に行わ
れたさまざ
まな改革に
ついて資料
を活用して
内容や意図
を読み取っ
ている。
〈ノート〉

・日本国憲法
の三大原則
や学校教育
制度・その
他のさまざ
まな改革な
どから，民
主的な社会
のしくみが
作られたこ
とを理解し
ている。

〈発言・ノート〉

・日本国憲法
の三大原則
や学校教育
制度・その
他のさまざ
まな改革な
どの意図を
関連づけて
考える活動

○日本の独立の回復と
オリンピックの開催
について調べること
・日本が独立を回復し
た経緯をつかむ。
・東京オリンピックが
開催されるまでに国
際的な地位が向上し
た経緯を調べる。
・東京オリンピックが
開かれた当時の人々
の気持ちを考える。

２時

・日本が独立
を回復し，
アメリカと
の結びつき
を強めなが
ら，急速に
産業を発展
させ，東京
オリンピッ
クを開催さ
せるまでの
経緯につい
て，必要な
情報を読み
取っている。
〈発言・ノート〉

・東京オリン
ピックが開
かれた当時
の人々の気
持ちを考え
る活動

○産業の発展と国民生
活の変化について調
べること
・産業や経済が急速に
発展した様子につい
てつかむ。
・人々の暮らしがどの
ように変わっていっ
たのかについて調べ
る。
・産業が発展していく
中で，公害という問
題が起こったことを
つかむ。

(本時)３時

・産業や経済
が発展する
につれて，
人々の暮ら
しも豊かに
なる一方で，
新たな社会
問題が起こっ
たことにつ
いて自分な
りの考えを
もっている。
〈発言・ノート〉

・産業や経済
が発展し，
人々の暮ら
しが向上し
たことや，
それによっ
て起こった
諸問題につ
いて理解し
ている。

〈発言・ノート〉

・暮らしが豊
かになる一
方で，公害
などの社会
問題が起こっ
たことにつ
いて，自分
なりの考え
をもって交
流する活動

○日本とアジアの国々

との関係について調

べること

・日本とアジアの国々

との結びつきについ

てつかむ。

・日本と近隣の国々と

の関係や残された課

題について調べる。

・アジアの中の日本の

あり方を考える。

４時

・アジアの中
の日本のあ
り方につい
て，調べた
ことをもと
に考えよう
としている。
〈発言・態度〉

・日本とまわ
りの国々と
の問題につ
いての情報
を集め，読
み取ってい
る。

〈発言・ノート〉

・アジアの中
の日本のあ
り方につい
て自分の考
えを交流す
る活動



５ 本時の指導

（１）ねらい

・産業や経済が発展するにつれて，人々の暮らしも豊かになる一方で，新たな社会問題が起こっ

たことについて自分なりの考えをもつことができる。 【思考・判断・表現】

・産業や経済が発展するにつれて，人々の暮らしも豊かになっていったことを理解することが

できる。 【知識・理解】

（２）具体の評価規準

（３）「考える力」を育成するための手立

【考える力の育成にかかわる身に付けさせたい力】

・自分の考えを根拠を明らかにして説明する力

【考える力を育成するための言語活動】

・暮らしが豊かになる一方で，公害などの社会問題が起こったことについて，自分なりの考え

をもって交流する活動

（４）展開

段階
学習内容と学習活動
（○発問 □指示）

時間
指導上の留意点

（・留意事項 ※評価）

導

入

１ 「東京オリンピック」が開かれたこ

ろの国内の様子を振り返る。

□「東京オリンピックが開かれたころ，

国内ではどのようなことがあったの

だろう。

２ 本時の学習課題をつかむ。

３

２

・「日本の独立と東京オリンピック」の学習を振り返

り，本時では産業や経済が急速に発展したころの人々

の暮らしの変化について学習するということへの方

向付けを図る。

・戦後間もないころから東京オリンピック開催までの

産業や経済の発展を確かめ，それにより国民生活が

どう変わっていったのかという疑問を取り上げ，学

習課題へとつなげていくようにする。

展

開

３ 学習課題を解決する。

(１)人々の暮らしがどのように変化した

のか予想する。

３ ・これまでの学習をもとに，自由な発想でノートに記

述するよう指示する。

産業や経済が発展するにつれて，

人々の暮らしはどのように変化した

のだろう。

観点別評価目標 Ｂ(概ね満足できる) Ｃ(支援の手立て)

評
価
１

産業や経済が発展し，人々
の暮らしが向上したことや，
それによって起こった諸問
題について理解することが
できる

【知識・理解】

国民の懸命な働きにより産業や経
済が発展し，人々の暮らしが向上
したことや，それによって起こっ
た諸問題について理解している。

板書の「産業・経済」「国民生
活」「問題」という視点に着目さ
せながら，考えることができるよ
うにする。

評
価
２

産業や経済が発展し，人々
の暮らしが向上した一方で，
公害や環境破壊などの問題
が起こったことについて，
自然や環境を守ることの大
切さに対する考えをもつこ
とができる。

【思考・判断・表現】

産業や経済が発展し，人々の暮ら
しが向上した一方で，公害や環境
破壊などの問題が起こったことに
ついて，自然や環境を守ることの
大切さに対する考えをもっている。

「豊かな暮らし」「社会問題」と
の関係について，「自然」「環境」
に着目させながら，考えることが
できるようにする。



展

開

□産業や経済が発展するにつれて，人々

の暮らしはどのように変化したのか

予想をノートに書きましょう。

(２)人々の暮らしがどのように変化した

のか調べる

□産業や経済が発展するにつれて，人々

の暮らしはどのように変化したのか

を視点に沿って調べましょう。

(３)人々の暮らしがどのように変化した

のか考える。

○人々の暮らしはどのように変化した

のでしょう。調べたことを発表しま

しょう。

(４)産業の発展に伴って起きた社会問題

について知る。

○産業の発展に伴い，どのような問題

が起きたのか，資料を読みましょう。

８

10

３

・「電気製品の普及」「衣食住」「その他」の３つの

視点の中から，自分の選んだ視点に沿って調べ，箇

条書きでノートに整理するように指示する。

・「電気製品の普及」「衣食住」「その他」の３つの

視点に沿って調べたことを発表し合い，人々の生活

が豊かになっていったことに気付くことができるよ

うにする。

・人々の「暮らしを豊かにしたい」という思いと産業

や経済の発展の関係について，相乗効果的に発展し

ていったことに気付くことができるようにする。

・読み物資料から，工業の発展に伴い公害や環境破壊

といった問題が深刻化したことについて気付くとと

もに，自然や環境との関わりについて考えたことを

発表させる中で多様な考え方があることに気付くこ

とができるようにする。

(５)学習課題のまとめをする。

□今日の学習で学んだことをもとに，

学習課題に対するまとめと自分の考

えを書きまとめましょう。

５ ・２段落構成で，１段落目には学習課題に対するまと

め，２段落目には，「豊かな暮らし」「社会問題」

についての自分の考えを書くようにする。

終

末

４ 学習のまとめをする。

(１)自己評価をする。

１ ・本時の学習内容や学習方法，学習の成果を振り返り，

学習への成就感をもつことができるようにする。

※評価１

産業や経済が発展し，人々の暮らしが向上したこと

や，それによって起こった諸問題についてつかむこ

とができたか。

〔社会的事象についての知識・理解：文章記述〕

※評価２

産業や経済が発展し，人々の暮らしが向上した一方

で，公害や環境破壊などの問題が起こったことにつ

いて，自然や環境を守ることの大切さに対する自分

なりの考え書きまとめることができたか。

〔社会的な思考・判断・表現：文章記述〕

(６)書きまとめたことを交流し合う。

□書きまとめたことをグループで交

流しましょう。

６ ・書きまとめたものをグループで交流することを通

して，友達の考えのよさに気付くことができるよ

うにする。

・友だちの考えと自分の考えを比較しながら聞き，

感想を言う活動を通して，自分の考えを深めたり

広げたりすることができるようにする。

産業や経済が発展し，人々の生活は家電製品の普及や衣食住の変化など便利で豊かな生活

へと変化した。しかし，その一方で公害問題が深刻化した。

ぼくは，豊かな暮らしを目指しながらも，自然や環境とのバランスも考えることが大切だ

と思う。 等・・・



６ 板書計画

◎産業の発展と国民生活の変化

〔東京オリンピックのころ〕

○国内の様子

・新幹線の開通

・高速道路の整備

・急速な産業の発展

・外国との貿易が盛んに

・世界第２位の工業国

・世界一の東京タワー

・高層ビルの建設

学習課題

【予想】

・豊かになった

・便利で快適になった

・ぜいたくになった

【人々の暮らし】

電気製品の普及

・電気洗濯機

・電気冷蔵庫

・カラーテレビ

衣食住 ･･･ 欧米風

その他 ･･･

「暮らしを豊かに」

人々の働き･･･経済発展

まとめ

【提示資料：写真】

○東京の町並み

終戦のころ

【提示資料：写真】

○東京の町並み

東京オリンピックの

ころ

産業や経済が発展するにつ
れて，人々の暮らしはどのよ
うに変化したのだろう。

【社会問題】

四大公害病

・水俣病

・イタイイタイ病

・四日市ぜんそく

・新潟水俣病


